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　設備機器の状態監視やデータ収集用記録計は、半導体技術の進歩に伴うメモリ容量の増大により、デジタル

レコーダの機能が向上しています。従来から普及しているペンレコーダに比べて、インク切れ等によるデータの

消失がなく、データの保存や検索、解析が容易であることなどから、重要機器への取付が増加しています。

また、温室効果ガス排出量の低減対策に必要な省エネを進めるための基礎データの記録にも有効です。

　当社でも　排水の水質や空調温湿度、圧空流量、循環風呂の塩素濃度などの監視記録・警報用として納入

実績があり、必要性はますます増加することと思われます。

 

　

水道法改正に基づく水質基準検査項目変更が４月１日から施行されます。
『消毒副生成物の塩素酸の検査』が追加されました。

　　○消毒副生成物の検査項目

　　　　１１項目⇒１２項目　──────────（１項目追加）

　　○検査頻度

　　　　１年に１回（６月１日～９月３０日） ──── （変更なし）
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運転データの記録・監視用にはデジタル記録計が便利です。

　　デジタル記録計の特徴（左記例）

①データの連続収集
　　必要なデータ（電流、電圧、温度等）の
　　連続且つリアルタイム収集。
②社内ＬＡＮが組める
　　Ethernetインターフェースを装備しており、
　　社内ＬＡＮが組める。サーバ機能もある。
③データ自動保存
　　記録計単体でも、60秒毎のデータ保存では、
　　20MBのフラッシュメモリカードの使用で，
　　1年以上の記録が可能 (DX106)。
④内部メモリバックアップ
　　内部メモリにはバッテリーバックアップの
　　必要の無い，不揮発性のフラッシュメモリ
　　を採用し、停電時などのデータ消滅防止を
　　図っている。
⑤異常データの検出・解析
　　トリガ検出機能を有し、異常発生時に於ける
　　トリガ前後のデータ解析が可能。 （左図）

記録計（例）
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